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論文 調査 委員 教 授 三 井 哲 夫 教 授 蒲 田 久 輝 教 授 小野寺幸之進
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, ふ化過程にある鶏卵の, ふ化にともなうデオキシリボヌクレオサイド類, 核酸およびビタミ
ンB12の消長を, 生活時期に関連させて研究 したものであって, つぎの5項目から成っている｡
1 ) ビタミン B 12 の消長を知るため Lactobaciluslel'chmanniをもちいて, B 12の定量法を検討してい
た際, 酵素処理をした鶏卵抽出物中に耐アルカリ性の因子が相当量含まれていて, B12 の定量上無視でき
ないことを知り, この因子が,i leichmanniの増殖因子であり, しかも数種の物質の混合物であって,
ふ化日数にともなって質的にも量的にも変化することが認められた｡
2) この耐アルカリ性因子の化学的性質について, 分離分析法を通用して研究したところ, これがデオ
キシシチジン, デオキシウリジン, チミジン, デオキシシチジル酸およびチミジル酸から成っていること
が明らかになった｡
3) 上記の各構成成分個々の, 生活期にともなう消長を量的に究明するために, 一新微量分別定量法を




的で前記 2 ) および 3 ) の方法をもちいて追跡したところ, 遊離状に存在する化合物は主としてピリミジ
ン ･デオキシリボヌクレオサイド類であることが判った｡ そしてこの成分は, 受精後10-14日目に最少量
になり, この期問にはデオキシリボヌクレオタイドの比率が50%に達していることが明らかになった｡
5) 代謝面で相互に密接な関係を有 していると考えられる上記デオキシリボヌクレオサイド類, 核酸お
よびビタミン B 12について, それらの消長を追跡したところ, いずれも艦体の成長にともなって著 しく変
化し, しかもこの変化は相互に関連を有しており, 消長の著しい時期と解剖学的に意義ある時期とが一致
していることが認められた｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ふ化過程にある鶏卵は動物の発生初期における化学的成分の変化を追跡するためにすぐれた材料である
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